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1 マルチメディア機能 


お使いのコンピュータには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機能 
が含まれています。お使いのコンピュータには、な下のようなマルチメディアコンポーネントが含ま 
れている場合があります。 


• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 

• 音楽を巧生する内蔵スピーカ 

• 独自のオーディオを録音する内蔵マイク 

• 動画の撮影および共有ができる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 

を を記:_ お使いのコンピュータによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含ま 

れていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピュータに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、お 
よびマルチメディアコンポーネントを巧巧する方法について説明します。 
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マルチメディアコンポーネントの各部 

な下の図と表で、コンピュータのマルチメディア機能について説明します。 


(D (D 



©(D 


名称 


説明 

(1) 

内蔵マイク （ X 2) 

サウンドを録音します 

(2) 

Web カメラ 

サウンドを録音したり、動画を録画したり、静止画像を撮影した 
りします 

(3) 

音量調整スライダ 

スピーカの音量を調整します 

(4) 

スピーカ （ X 2) 

サウンドを出力します 

(5) 

名刺スロット 

Web カメラで名刺画像の取り込みができるように、名刺を挿入し 
て固をします 

(6) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピュータ用へッドセットのマイク、ステレオアレイ 
マイク、またはモノラルマイクを接綿します 

(7) 

オーディオ出力（ヘッドフホン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフホン、イヤフホン、 
ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したときに、サウ 
ンドを出力します 

を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピュータ本体のスピーカは無効になります 

(8) 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカの音を消したり元に戻したりします 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

• コンピュータ本体の音量調整デバイス： 

。 音を消‘したり元に戻したりするには、ミュート（消音）ボタン （1) を押します。 
。 音量を下げるには、音量調整スライダ （2) で指をちから左にスライドさせます。 
。 音量を上げるには、音量調整スライダ （2) で指を左からちじスライドさせます。 



• Windows® の [ボリ ュームコント ロール]: 

a. タスクバーの右端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b. 音量を調節するには、スライダを上下に移動します。[ミュート]チIックボックスにチェッ 
クを入れると、音が出な〈なります。 

または 

a. 通知領域の[音量]アイコンをダブルクリックします。 

b. 音量を調節するには、[ボリュームコントロール]列で[音量]スライダを上下に動かします。 
バランスを調整したり、音を消したりすることもできます。 

[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の手順に沿って表示します。 

a. [スタート]一[コントロールパネル]一[サウンド、音声、および才ーデイオデバイス]一[サウ 
ンドと才ーデイオデバイスト惜量タブの順に選巧します。 

b. [タスクバーに音量アイコンを配置する]チェックボックスにチてックを入れます。 

C. [適用]をクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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2 マルチメディアソフトウエア 


お使いの コン ピュ ータ には、音楽や動画を巧生したり、画像を表示したりできるマルチメディア ソフ 
トウエアがプリインストールされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディ 
アソフ トウエアの詳細について説明します。 
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プリインストールされているマルチメディアソフトウエアへ 
のアクセス 

プリインストールされているマルチメディアソフトウエアにアクセスするには、な下の操作を行いま 
す。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。 


m を記： サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 


歐を 記： コンピユータの付属ソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書 
を参照してください。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていた 
り、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の手順で操作しま 
す。 

1. ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コン ピュータの再起動をボめるメッセージが表示されたら、 コン ピュータを再起動します。 
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3 オーディナ 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまな才ーディオ機能を使用できます。 

• コン ピュータのスピーカおよび接続した外イ寸けスピーカを巧巧した、音楽の再生 
• 内蔵マイクまたは接続された外付けマイクを使巧した、サウンドの録音 
• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディオと画像を使巧したマルチメディアプレゼンテーシヨンの作成 
• インスタントメ ッセー ジプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• オーディオ CD の作成（書き込み）（一部のモデルのみ） 
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外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使巧してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J1 を参照してください。 


外付けスピーカ、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続ちまについては、デバイスの製 
造元から提おされる情報を参照してください。デバイスを良好な状態で巧巧できるよう、な下の点に 
ミ主意してください。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピュータの適切なコネクタにしっかりと接続されていること 
を確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピュータの対応するコネクタに合わせて色分 
けされています）。 

• 外付けデバイスに必要なドライバがある場合は、そのドライバをインストールします。 


m を記： ドライバは、デバイスとデバイスが使用するプログラム間のコンパ'-夕として機能す 
る、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピュータのシステムサウンドを確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート] 一 [コントロ ールパネル] の順に選択します。 

2. [サウンド、音声、およびナーディナデバイス]一[サウンドとオーディナデバイス]を選がしま 
す。 

3. [サウンドと才ーディオデバイスの プロパティ] ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリッ 
クします。[プログラムイベント]でビープやアラームなどの任意のサウンドイベントを選巧して 
力、ら、一覧表示されているサウンドの横にある右矢印アイコンをクリックします。 

スピーカまたはち続したへッドフナンから音が鳴ります。 

コンピュータの録音機能を確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[エンターテイメント]一[サウンドレコーダ] 

の順に選巧します。 

2. [録音]をクリックし、マイクに向かって話します。デスクトップにファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 


腎 を記： 良好な録音結まを得るため、直接マイクに向かって話し、雑音がないように設定して録音し 
ます。 


▲ コンピュータの才ーディオ設をを確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコン 
を右クリックするか、[スタート]一[コントロールパネル]一[サウンド、音声、および才ーディ 
オデバイス]一[サウンドと才ーデイオデバイス]の順に選巧します。 
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4 動画 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまな動画機能を巧巧できます。 
• 動画の再生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼン テーシヨ ンの作成のための画像や動画の編集 
• 外付けビデオデバイスの接続 
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外付けモニタまたはプロジェクタの接続 

外付けモニタコネクタによって、外付けモニタまたはプロジェクタなどの外付けディスプレイデバ 
イスをお使いのコンピュータにち続できます。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニタコネクタに接続し 
ます。 



寶を 記： 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 わ+ f 4 を押 
して画像をデバイスに転送します。 わ + f 4 を繰り返し巧すと、表示画面がコンピュータ本体のデイス 
プレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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DreamColor ディスプレイの使用（一部のモデルのみ） 

HP DreamColor ディスプレイを搭載したモデルには、 [HP Mobile Display Assis ね n ロソフトウエアがプ 
リインストールされています。このプログラムを使用して、あらかじめ設定された色空間、白色点と 
色温度、および光度と輝度など、ディスプレイの色設定を調整できます。 

▲ [HP Mobile Display Assis ね nt ] ソフトウエアにアクセスするには、タスクバーの右端にある通知領 
域の [Mobile Display Assis ね nt ] アイコンをクリックし、[スタート]一[すべてのプログラム]一 
[Mobile Display Assistant ] の順に選巧します。 

[HP Mobile Display Assis ね nt ] の使用方まについて詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してくださ 
い。 
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HDMI コネクタの使用 


鞍 を記. HDMI コネクタを巧巧してビデオ信号を伝送するには、一般の電化製品販売店で入手可能な 
別売の HDMI ケーブルが必要です。 


-部のモデルのコンピュータには、 HDMI (High Definition Multimedia Interface) コネクタが搭載され 
ています。 HDMI コネクタは、ハイビジョンテレビ、対応しているデジタルまたは才ーディオコン 
ポーネントなどの別売のビデオまたはオーディナデバイスとコンピュータを接続するためのポートで 
す。 

コンピュータは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサポートすると同時に、 
コンピュータ本体のデイスプレイまたはサポートされている化の外付けデイスプレイの画面をサポー 
卜できます。 


腎 を記： ブルーレイの映画など保護された HD 対応動画コンテンツを、 HDMI デバイスと他のデイス 
プレイに同時に表示させることはできません。 


HDMI コネクタにビデオまたは 才ー ディナデバイスを接続するには、 Jil 下の 手順で操作します。 
1 . HDMI ケーブルの一ちの 端を コンピュータの HDMI コネクタに接続します。 



2. ビデオデバイスの製造元の説明書等に沿って、ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接 
続します。 

3. コンピュータに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 fn+f4 を巧 
します。 


腎 を 記： HDMI コネクタに接続されたデバイスは、引き続き コン ピュータのスピーカでナーディオを 
ち生します。 HDMI デバイスから才ーデイオを再生するには、才ーデイオをそのデバイスに手動で切 
り替える必要があります。 
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HDMI 用のオーディオの設定（一部のモデルのみ） 

HDMI 才ーディナを設定するには、まず、お使いのコンピュータの HDMI コネクタに HD 対応テレビ 
などのオーディオまたはビデオデバイスを接続します。次に、な下の手順でオーディオ再生の初期デ 
バイスを設定します。 

1. タスクバーのち端にある通知領域の[スピー カ] アイコンをちクリックし、 [才ー ディオプロパティ 
の調整]をクリックします。 

2. [才ーディオ]タブの[音の再生]で、 [HD Audio digi ねI out] (HD 才ーディオデジタル出力）また 
は [ATI HD Audio rear output] (ATI HD 才ーディナ背面出力）をクリックします。 

3. [〇のをクリックします。 

オーディオをコンピュータのスピーカに戻すには、な下の手順で操作します。 

1. タスクバーのち端にある通知領域の[スピーカ]アイコンをちクリックし、 [才ー ディオプロパティ 
の調整]をクリックします。 

2. [才ーディオ]タブの悟のち生]で、 [Sound MAX HD Audio ] (最大音量 HD 才ーディオ）をクリッ 

クします。 

3. [〇のをクリックします。 
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5 オプティカルドライブ 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

お使いのコンピュータにインストールされているオプティカルドライブを含むすべてのデバイスの一 
覧が表示されます。な下のどれかの種類のドライブが含まれている可能性があります。 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD - ROIWCD - RW コンボドライブ 

• DVD±RW スーパーマルチ2層記録対応 ( DL ) ドライブ 

野 ま記 . 2層記録ディスクには、1層式のディスクよりも多くのデータを保巧できます。ただ 
し、このドライブで作成された2層記録ディスクは、多くの既存の1層式 DVD ドライブおよび 
プレーヤに対応していない可能性があります。 

• DVD±RW スーパーマルチ2層記録対応 ( DL ) LightScribe ドライブ 

• ブルーレイディスク （ BD ) ROMDVD ± R/RW スーパーマルチ2層記録対応 （ DL ) ドライブ 

• ブルーレイディスク （ BD ) R / REDVD ± R/RW スーパーマルチ2層記録対応 （ DL ) ドライブ 

載 を記:~~ 上記には、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 

ります。 
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オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) の使用 

DVD-ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD、DVD、 および 
BD) に対応しています。これらのディスクは、音楽、写真、動画などの情報を保をします。 DVD お 
よび BD の方が、 CD より大きい容量を扱うことができます。 

オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD のディスクの読み取りができます。お使いのオプ 
ティカルドライブがブルーレイディスク （BD) ドライブであれば、 BD の読み取りもできます。 


敷 を記； 一覧には、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 
ります。また、サポートされているオプティカルドライブすべてが一覧に記載されているわけではあ 
りません。 


な下の表に示すように、一部のオプティカルドライブでは、オプティカルディスクへの書き込みも 
できます。 


オプティカルドライブの種類 CD - RW への書き込 DVD への書き込み* LightScribe CD ま BD R / RE へのまき込 


み 



たは DVD へのラべ み 
ルの害き込み 


DVD-ROM/CD-RW コンボドラ 
ィブ 

可 

不可 

不可 

不可 

DVD±RW スーパー マルチ DL 
口層記録 CDL) 対応）ドライブ 

巧 

可 

不可 

不可 

DVD±RW スーパー マルチ DL 
口層記録 CDL) 対応） 

Ugh に cribe ドライブ 

可 

可 

可 

不可 

BD ROM DVD±RW スーパーマ 
ルチ DL (2 層記録 CDL) 対応） 

ドライブ 

可 

可 

不可 

不可 

BD R/RE DVD±RW スーパー マ 
ルチ DL (2 層記録 CDL) 対応） 

ドライブ 

巧 

可 

不可 

可 


*DVD+RDL、DVD±RW/R、DVD-RAM を含みます。 
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CD 、 DVD 、 または BD の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態じします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

鞍 を晶 n — ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて回転軸の上に置 

いてください。 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



0 


6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生の動作を設をしていない場合は、レ: i 下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログ 
ボックスが開きます。メディアのコンテンツ（内容）をどのように扱うかについての選択をホめられ 
ます。 


m を記： 最適な状態で使用するには、 BD 巧生中は AC アダプタを外部電源に接続するようにして〈■ 

ださい。 
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自動再生の設定 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選巧します。 

2. デバイス ( CD-ROM ドライブなど）を右クリックし、次に [プロパティ] をクリックします。 

3. [自動巧生]タブをクリックし、実行可能な動作のどれかを選択します。 

4. [0 のをクリックします。 

鞍 を南 T ■— 自動再生について詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 
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DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードカ 《DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意:一 DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. ウィンドウをちクリックし、 [プロパティ]一[ハードウエア]タブー[デバイスマネージャ] の順に 
選択します。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の隣のプラス記号 （+ ) をクリックして、地域設定を変更する DVD ド 
ライブを右クリックします。次に[プロパティ]をクリックします。 

4. [DVD 地域]タブで地域を変更します。 

5. [0 のをクリックします。 
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著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権によって保護されたものを 
許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピュータをそのような目的に巧巧 
しないでください。 


A を意： データの損失やディスクの損傷を防ぐために、な下のガイドラインを参照してください。 

ディスクに書き込む前に、コンピュータをま定した外部電源に接結してください。コンピュータが 
バッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使巧しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピー先のディスクに、またはネットワークドライブからコピーホのディス 
クに直ちコピーしないでください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないでください。書 
き込み化理は振動の影響を受けやすい動作です。 

敷を 記. コンピュータの付属ソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書 
を参照してください。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていた 
り、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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CD 、 DVD 、 または BD のコピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一 [Roxio] (ロキシオ）一 [Creator Business] (クリエイタビ 
ジネス）の順に選択します。 

2. 右側のパネルで、[ディスクのコピ ー] をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面ち下の[コピ ー] をクリックします。 

[Creator Business] がコピー元のディスクを読み取り、そのデータをハードドライブの一時フォル 
ダにコピーします。 

5. 指示が表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空のディ 
スクをドライブに巧乂します。 

データがコピーされると、作成したディスクは自動的に取り出されます。 

歐 を記: BD への書き込み中はコンピュータを動かさないで〈ださい。 
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CD 、 DVD 、 または BD の作成または「書き込み J 


A を意： 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、 
録音内容などの著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する 
行為です。コンピュータをそのような目的に巧巧しないでください。 


お使いのコンピュータに CD-RW、DVD-RW、DVD±RW、 または BD R/RE のオプティカルドライブ 

が搭載されている場合は、 [Windows Me 址 a Player] または [Roxio Creator Business] などのソフトウェ 

アを巧巧して、 MP3 や WAV 音楽ファイルなどのデータや才ーディオファイルを書き込むことができ 

ます。動画ファイルをディスクに書き込むには、 [Windows Movie Maker] を巧用します。 

CD、DVD、 または BD に書き込むときは、な下のガイドラインを参照してくださし、。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD-R や DVD-R は、情報をコピーした後は変更できないため、通常は才ーディオファイルの書 
き込みに最適です。 

• ホームステレオや力ーステレオによっては CD-RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD-R を使用します。 

• CD-RW や DVD-RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に最適です。 

• ホームシステムで使用される DVD プレーヤは、通常、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、お買い上げの DVD プ 
レーヤに付属の説明書を参照してください。 

• MP3 ファイルは他の音楽ファイル化式よリファイルのサイズが小さく、 MP3 ディスクを作成す 
るプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP3 ファイルは、 MP3 プレーヤ 
または MP3 ソフトウ王アがインストールされているコンピュータでのみ再生できます。 

• BD への書き込み中はコンピュータを動かさないでください。 

CD、DVD、 または BD にデータを書き込むには、な下の手順で操作します。 

1. 元のファイルを、ハードドライブのフォルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空のディスクを、オプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート] 一 [すべてのプログラム] の順に選巧し、使用するソフトウェアの名前を選巧します。 

4. 作成するディスクの種類（データ、オーディオ、または動画）を選択します。 

5. [スタート] を右クリックして [エクスプローラ] をクリックし、元のファイルを保巧したフォルダ 
に移動します。 

6. フォルダを開き、空のディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み化理を開始します。 

詳しい手順については、ソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説明書はソフ 

トウIアに含まれていたり、ディスクに収録されていたり、製造元の Web サイトで提供されていた 

りする場合があります。 
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オプティカルディスク （ CD 、 DVD 、 または BD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルじあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


歐 を記； トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



み 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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6 Web カメラ 


敷を 記： ここでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、おほいのコ 
ンピュータで対応していない場合もあります。 


お使いのコンピュータには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。プリインス! 
ルされたソフトウェアを使巧すると、 Web カメラを使用して写真の撮影、動画の録画、または才一 
ディナの録音ができます。 写真、録画した動画、または録音した才ーディオをプレビューして、コン 
ピュータのハードドライブに保存できます。 

Web カメラおよび [HP Webcam ] ソフトウェアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ム] 一 [HP Webcam ] の順に選択します。 


[HP Webcam ] ソフトウェアを使巧すると、な下の機能を利用できます。 

• 動画：動画の録画や再生を行います。 

• オーディナ：オーディオの録音や再生を行います。 

• 動画の再生： UVC (Universal Video Class ) カメラをサポートするインスタントメッセージソ 
フトウェアソリューシヨンで使用します。 

• スナップシヨット：静止画像を撮影します。 

• HP Presto 旧 izcard (-部のモデルのみ）：名刺を連絡先情報に使用できるデータベースに変換す 
るために巧巧します。 
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Web カメラ使用上のを意 

パフォーマンスを最適じするためじ、 Web カメラの使巧時はな下のガイドラインを参照してくださ 
い。 

• ビデオチャットを始める前に、最新バージョンのインスタントメッセージプログラムを用意し 
ます。 

• お使いのネットワークファイアウナールじよっては、 Web カメラが正しく動作しない場合があ 
ります。 


野を 記. マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウオー 
ル外のユー ザへマルチメディア ファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファイ 
アウナールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウオールを再度有効に 
します。問題を永久に解みするには、必要に応じてファイアウオールを巧設定したり、他の侵入 
検知システムのポリシーや設定を調整したりします。詳しくは、 IT 部門のネットワーク管理をに 
問い合わせてください。 


- 巧能な限り、 web カメラの背後と写真領域の外側に、明るい光源を配置します。 


野 を記： Web カメラの使用について詳しくは、 [ HPWebcam ] ソフトウエアの[ヘルプ]メニューを参照 
してください。 
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Web カメラプロパティの調整 

な下のような Web カメラのプロパティを調整できます。 

• [輝度]:画像に取り込まれる光の量を調整します。輝度を高く設をすると明るい画像になり、輝 
度を化く設定すると暗い画像になります。 

• [コントラスト]: 画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高く設をすると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストを化く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色（ホ、緑、または青など）から区別する色合いを調整します。色相は色彩と異な 
り、色彩は色相の強さを示します。 

• [色彩]:最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設をするとより鮮やかな画像にな 
り、色彩を化く設定するとよりくすんだ画像になります。 

• [シャープネス]: 画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設定するとよりはっ 
きりとした画像になり、シャープネスをイ圧く設定するとより柔らかい画像になります。 

• [ガンマ]: 画像の中間調の灰色または中間色に作用する対比を調整します。画像のガンマを調整 
することで、大幅に陰影およびハイライト部分を変更することなく、中間色の灰色部分の輝度を 
変化させることができます。ガンマをほく設定すると灰色はより黒く、濃い色はより濃くなりま 
す。 

• [逆光補正]:バックライトの明るさを調整します（バックライトが明るすぎて巧を物が輪郭のみ 
になるなど、画像が極端にぼやけてしまう場合に使巧します）。 

• [夜間モード]:お光量の状態を補正します。 

• [ズーム](一部のモデルのみ）：写真撮影や動画録画でのズームのパーセンテージを調整します。 

• [水平方向]または睡直方向]:画像を水平方向またはま直方向に回転させます。 

• [50 Hz ] または [60 Hz ] :ちらつきのない動画の録画のために使用するシャッター速度を調整しま 

す。 

複数の明るさの状態用にあらかじめ設をされたカスタマイズ可能なプロファイルによって、「白熱 

な」、「堂化灯」、「ハロゲン」、「晴れ」、「曇り」、「夜」といった明るさの状態を補正します。 
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Web カメラの フナー カスの制御（一部のモデルのみ） 

[スタート] 一 [すべてのプログラム] 一 [HP Webcam Application ] (HP Webcam アプリケーシヨン）一 
[HP Webcam ] 一 [設对一[オプション] の順に選択することで、 Web カメラの フナー カスを制御できま 
す。 


1^|下のフォーカスオプションがあります。 

• [ Normal ] (ノーマル）：カメラの出荷時設定は通常の写真に適しています。最短焦点距離がレン 
ズから1 m 程度、最長焦点距離は無限遠です。 

• [ Macro ] (マクロ）：クローズアップフォーカス設を。このモードはま近距離から写真や動画を 
撮影するためのものです（一部のモデルのみ）。 


m を記. Bizcard リーダー(-部のモデルのみ）は、操作中はマクロモードに設定されるよう 
に、常にプリセットされています。 
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名刺画像の取り込み 

Web カメラを [HP Presto ! BizCard ] プログラムとともに使用して、名刺画像を取り込み、 
[Microsoft®Outlook] の連絡先など、さまざまな種類のアドレス帳ソフトウエアにテキストをエクスポー 
卜できます。 

名刺画像を取り込むには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [NewSoft] 一 [Presto! BizCard] 一 [Presto! BizCard] の順に 

選巧して、 [HP Presto! BizCard] を起動します。 

2. 1 枚の名刺画像を取り込むには、 [File] (ファイル）一 [Snap One Card and Recognize](1 枚 

の力ードの画像を取り込んで認識）の順に選巧します。 

または 

複数の名刺の画像を取り込むには、 [File] 一 [Snap Cards and Recognize] (複数の力ードの画像 
を取り込んで認識）の順に選択します。 

プレビューウィンドウが開きます。 

3. ディスプレイをゆっくりと下げていき （1) 、 Web カメラランプが点滅をやめて音が聞こえた 
所で止めます（2)。 



これで、 Web カメラのフオーカスが合った状態になります。 
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4. 名刺をコンピュータの前面にある名刺スロットに巧入し（1)、ちにスライドさせて Web カメラ 
の位置に合わせます（2)。 


野 を記： 名刺の下の部分が スロットで 隠れていないことを確認します。名刺の文字が スロットで 
隠れている場合は、名刺を180度反転させてください。 



Web カメラが名刺画像を取り込み、 Web カメラランプが消灯します。 

5. 複数の名刺画像を取り込む場合は、名刺を取り出して次の名刺を挿入します。名刺にフォーカス 
が合うと、 Web カメラランプが点なします。その後、 Web カメラが名刺画像を取り込み、 Web 
カメラランプは消なします。 

この手順を、残りの名刺に巧して繰り返します。 

6. 必要な名刺画像をすべて取り込み終えたら、名刺をスロットから取り出し、ディスプレイを持ち 
上げます。 

7. [HP Presto! BizCard] によって取り込まれたデータを確認し、うまく取り込めたかどうかを確かめ 
ます。 

[HP Presto! BizCard] について詳しくは、ソフトウエアのヘルプを参照してください。 
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トラブルシューテイング 


ここでは、一般的な問題と解決方法について説明します。 
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オプティカルディスクトレイが開かず、 CD 、 DVD 、 または 
BD を取り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記； トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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ディスクが再生できない場合 

• CD、DVD、 または BD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じま 
す。 

• CD、DVD、 または BD を巧生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正し〈挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端の方に向かってがいてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電器店や CD ショップ 
などで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを再生する前にスタンバイを無効にします。 

ディスクの巧生中にハイバネーションまたはスタンバイを起動しないでください。起動すると、 
続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックするとな下のようになります。 

。 巧生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[ち生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから再起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

。 プリンタやスキャナなどの外付けデバイスの電源を切ります。これによってシステムリソー 

スが解放され、再生パフォーマンスが向上されます。 

デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では簡単に見分 
けられないため、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に下げても、動画の巧生 
時の色の違いは気にならないでしよう。 

1. アイコンな外の、デスクトップ上の任意の場所をちクリックし、[プロパティ]一[設定]の順に選 
択します。 

2. [画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設まします。 


32 第7章トラブルシューティング 


ディスクが自動的に再生されない場合 

1. [スタート] 一 [マイコン ピュ ータ] の順にクリックします。 

2. デバイス ( CD-ROM ドライブなど）をちクリックし、次に [プロパティ] をクリックします。 

3. [自動再生]タブをクリックし、実行可能な動作のどれかを選巧します。 

4. [0 のを クリックします。 

これで、 CD 、 DVD 、 または BD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に巧生されます。 
m を晶^ 自動再生について詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 
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DVD の動画が停止したリコマ落ちしたりする場合や、再生が 
不安定な場合 

• ディスクに傷や破損がないかどうかを確認します。 

• ディスクを清掃します。 

• な下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[プロパティト[設定]の順 
に選択します。 

2. 設定がまだされていない場合は、[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 

。 プリンタ、スキャナ、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 
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DVD の動画が外付けディスプレイに表示されない場合 

1. コンピュータのディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合は、 fn+f4 
を1回な上押して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるように モニタの 設をを行います。 

a. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[プロパティト[設对の順に 
選択します。 

b. メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 


野を 記： 両方のディスプレイを使巧する場合は、 DVD の画像はセカンダリディスプレイとして 
指定したディスプレイには表示されません。 


マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問について情報を得るには、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選巧します。 
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ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スタンバイおよびハイバネーシヨンを無効にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正し〈挿入されていることを確認します。 

• よリイを速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ]の [ DVD/CD-ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスのド 
ライバを再インストールします。 
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コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

コン ピュータがオプティカルドライブを検出しない場合は、[デバイス マ ネージヤ]を使巧してデバイ 
スの問題を解決し、デバイスドライバを更新するか、口ールバックするか、アンインストールしま 
す。 

[デバイスマネージヤ]でデバイスおよびドライバを確認するには、な下の手順で操作します。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタ ー ト] 一 [マイコン ピュー タ] の順に選択します。 

3. ウィンドウをちクリックし、 [プロパティ]一[ハードウエア] タブの順に選択して、 [デバイスマ 
ネージヤ]をクリックします。 

4. [デバイスマネージヤ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
[ディスクドライスまたは [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックしま 
す。オプティカルドライブの一覧を確認します。 

5. 表示されているオプティカルドライブをちクリックすると、な下のタスクを実行できます。 

• ドライバを更新する。 

• デバイスを無効にする。 

• デバイスをアンインストールする。 

• ハードウエアの変更をスキヤンする。 Windows はシステムをスキヤンして取り付けられて 
いるハードウエアを検出し、必要なドライバをすべてインストールします。 

• デバイスが正しく動作しているかどうかを確認するには、 [プロパティ] をクリックします。 

。 問題を解みするには、[トラブルシューティング]をクリックします。 

。 デバイスのドライバの更新、口ールバック、無効化、またはアンインストールを行う 
には、 [ ドライ/リタブをクリックします。 
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デバイスドライバを再インストールする必要がある場合 

Microsoft デバイスドライバの入手 

[Microsoft Update] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバを入手できます。この Windows 
の機能は、お使いのハードウェアのドライバ、および Windows オペレーティングシステムとその他 
の Microsoft 製品に関する更新を自動的に確認し、インストールするように設定できます。 

[Microsoft Upda 词を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開いて httD://www.microsoft.com/ia/iD, ‘ を表示します。 

2. [セキュリティ&アップデート]をクリックします。 

3. [Microso 行 Update] をクリックしてコンピュータのオペレーティングシステム、プログラム、お 
よびハードウェアの最新の更新情報を入手します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update] をインストールします。 

5. [変更する]をクリックし、 [Microsoft Upda 词が Windows オペレーティングシステムとその他の 
Microsoft 製品へのアップデートを確認する時間を選択します。 

6. コン ピュータの再起動を求める メッセー ジが表示されたら、お使いの コン ピュータを再起動しま 
す。 

HP デバイスドライバの入手 

最新の HP デバイスドライバを入手するには、な下のどちらかの手順で操作します。 

[HP Update] (HP アップデート）を巧巧するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP Update] の順に選択します。 

2. [HP Welcome] (HP へようこそ）画面で、 [Se 扣 ngs] (設定）をクリックし、ユーティリティが 
Web 上でソフトウェアの更新を確認する時間を選択します。 

3. [Next] (次へ）をクリックして HP のソフトウェアの更新を確認します。 

HP の Web サイトを使用するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開いて httD://www.hD.com/iD/ を表示します。 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ&ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュータ 
の製品名または製品番号を[製品名-番号で検索]フィールドに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 
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